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川辺川の河川改修を求める意見書及び国道
445号の道路改良を求める意見書を提出

　「川辺川の河川改修を求める意見書及び国道445号の道路改良
を求める意見書」を国、県へ提出し、河川改修及び道路整備促
進を要請しました。
　意見書の内容は次頁の通りです。

国道445号の道路改良を求める意見書

　少子・高齢化が進展している中、道路交通に依存せざるを得ない地方において、そこ
に暮らす人々が安全で安心して快適な生活が送れ、また、自立した個性ある地域づくり
を進めるためにも道路整備はより一層重要となっています。
　その中で、熊本市を起点として、八代市泉町五家荘地区、五木村、相良村を経て人吉
市に通じる国道445号は、村の基幹道路として安全で安心した生活を送るための生活道
路として必要不可欠な道路であります。
　しかしながら、本村内においては、急カーブが連続する危険な箇所が多々見受けられ、
また、児童生徒の通学路に指定されている区間では歩道が未整備となっている区間があ
ることから、通勤、通学等における交通事故の発生の可能性が懸念されるとともに、村
民の通行に支障をきたしていることです。
　さらに、本国道は人吉市内の医療機関へ救急患者を搬送する際の最短ルートであり、
急カーブによる救急患者への負担軽減と時間の短縮を図るため、その整備も緊急かつ重
要な課題となっています。
　つきましては、国・熊本県におかれましては、このような地域の実情に即した道路改
良の重要性を認識いただき、国道445号沿線の住民が安心して生活できるよう、次の事
項の早期実現を強く要望するものであります。

記

１．急カーブの道路改良を図ること。（晴山地区・相良北小学校前・相良村役
　場横）等
２．歩道未整備区間の歩道整備を図ること。 
３．沿道の環境保全、交通安全対策、道路防災対策等の計画的な改良を図こと。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　平成27年５月18日

１　日　時　　平成27年５月18日（月）～ 19日（火）
２　場　所　　八代河川国道事務所、県土木部、国土交通省九州整備局
３　内　容

１）八代河川国道事務所長、他関係課長、係長、担当者の方々が対応。
　治水対策上、支障がある箇所については、適宜対応してる、柳瀬橋下流左岸
の竹林については、洪水時の河川幅の確保のため、金尾州地方整備局長から直々
に伐採する旨の指示もあり伐採、抜根を実施した、竹の伐採については、洪水
時に流木が田畑に入るのを防ぐ効果もあるのでその箇所についてはそのような
対策をとっている。河川掘削については、計画的に実施していく、国道445号に
ついては県の管理区間であるが熊本県と協議していくとの事。

２）国土交通省九州整備局河川部長、道路部長、関係課長、係長、担当者の方々が対応。
　八代河川国道事務所長から詳細な内容は聞いているので球磨川の河川計画が
まだ作成されていないが、今までのダムによらない協議会で協議した事が重要
なので昭和40年の大水害時を基にした洪水対策をとの事。

３）熊本県土木部総括審議員兼河川港湾局長、課長、係長、担当者、球磨地域振興
　　局土木部長の方々が対応。
　熊本県議会議長　松田三郎氏、県議会議員　緒方勇二氏同席。
　河川改修については、計画どおり昨年と同様実施していく、国道445号の松
馬場地区歩道については村からの要望箇所には入っていない、晴山のカーブに
ついては、共有地で30人以上の地権者で買収登記が困難との事でしたが、議会
として河川側に作るか色々検討されるよう要望した。

　　以上のとおり報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 熊本県球磨郡相良村議会

国道445号 （四浦平川橋上流広瀬）
（左：平常時　　右：平成24年７月大雨浸水時）

国道445号 晴山Ｓカーブ

相良村議会議長　友田 政春
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平成２７年第５回臨時会議会報告
教育長決まる！

６月定例会６月定例会

川辺川の河川改修を求める意見書

　本村を北から南に貫流する川辺川は、国土交通省の水質調査で平成19年から平成26年
まで８年連続清流日本一として認定されております。この相良村民の誇りであり、心の
よりどころでもある清流川辺川を未来に手渡すことこそ村民の責務であると考えており
ます。
　しかしながら、近年の集中豪雨による川辺川の度重なる氾濫は、家屋の床上、床下浸
水、約50haを超える水田の冠水、流失、さらには村内の国道、県道、村道、農道等の
道路網の冠水、路肩の崩壊といった甚大な被害をもたらし、相良村民の日常生活を脅か
しています。
　平成27年２月に終了した川辺川ダムに代わる球磨川流域の治水対策を話し合う「ダム
によらない治水を検討する場」の６年に及ぶ協議の中で堤防強化や河川の掘削、遊水池
の新設等の代替治水案が提示されたところですが、治水安全度は低い水準にとどまり、
今後はその代替治水策の実施と並行して、全国的に妥当な水準の治水安全度を確保する
ための新たな協議会が設置されることとなりました。
　その結果を踏まえ、国・熊本県におかれましては河川整備計画を早急に策定されると
ともに、国においては、未だ具体的な治水対策が取られていない所が多々ありますので、
川辺川流域住民がその生命と財産を脅かされることなく、安全で安心して生活できるよ
う、相良村議会の総意に基づき、次の事項が早期に実現できますよう強く要望するもの
です。

記
１．河川内堆積土砂の掘削、除去を恒常的に実施すると共に、河川内樹木等
の適正な伐採など、本来有する治水機能を最大限発揮できるよう適正な維
持管理の充実を図ること。

２．全国的に見て妥当な水準の治水安全度を確保するための施策を図ること。
３．計画的な治水対策を進めるために河川整備計画の早期策定を図ること。
４．冠水常襲地帯の洪水災害の解消及び予防するための堤防の修復及び強化
並びに嵩上げ、護岸の強化等の河川改修を促進すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
　平成27年５月18日

平成27年　第６回定例会報告
平成27年度一般会計補正予算（第２号）

火山灰活動降灰地域茶対策支援事業・球磨川水系、防災減災ソフト事業
（夜狩尾地区ヘリポート設計業務・上四浦集落センター給水施設工事）可決

　平成27年第６回定例会が、６月10日から12日までの３日間開催され、繰越計算書の報告２件、
平成27年度一般会計補正予算１件及び特別会計の補正予算１件、条例等４件、議員発議１件が
提案され、慎重に審議した結果、原案どおり可決・承認しました。
　監査委員人事案件につきましては新たに相良村大字深水の渡邊法光氏が選任同意されました。
　また、相良村教育委員会委員も１名欠員となっていたことから、新たに相良村大字四浦の有
馬理奈氏が任命同意されました。

議案第31号　平成27年度相良村一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれに3,351万7千円を追加し、総額30億4,739万7千円とする補正で採決の結果、
全員賛成で原案のとおり可決しました。補正の主なものは下記のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）
款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

国 庫 支 出 金 268,144 976 27,614 低所得者介護保険料　　　　　　　　  650
臨時福祉給付金　　　　　　　　　　  326

県 支 出 金 248,201 14,441 262,642

低所得者介護保険料　　　　　　　　  325
経営体育成支援事業　　　　　　　   3,388
機構集積協力金　　　　　　　　　　  300
火山活動降灰地域茶対策支援事業　　4,039
くまもと茶魅力発信支援事業　　　　 269
球磨川水系防災・減災ソフト対策事業  6,100
各種統計調査　　　　　　　　　　　　 20

繰 越 金     30,000 18,100  48,100
歳 入 合 計 3,013,880 33,517 3,047,397

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

　平成27年第５回臨時会が５月11日に開催され、相良村教育長の任命についてが提案されま
した。今回は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正後、初めての同意案件の提
出で、教育長の任命（井上幸典氏）として同意１件が提出され、投票採決の結果、全員賛成
で同意されました。

井上幸典教育長の略歴
昭和53年４月　相良南中学校（教諭）　　　平成15年４月　相良中学校長（初代）
平成５年４月　相良北小学校（教頭）　　　平成19年８月　水上村教育長
平成14年４月　相良南中学校長

熊本県庁にて松田議長･緒方県議立のも
と、渡邊審議官に要望書を提出

国土交通省 九州地方整備局
（福岡）

国土交通省 九州地方整備局
（八代河川国道事務所）
堂薗所長より説明をうける
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議
会
だ
よ
り
は
、
文
字

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
質
問
内
容
の
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

小善　満子議員

鳥
越
墓
地
の
法
面
崩
落
危

険
の
た
め
の
修
復
工
事
の
要
望
に
つ
い

て
25
年
６
月
時
点
で
未
解
決
と
な
っ
て

い
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
民
か
ら
の
要
望
の
未
解
決

問
題
と
あ
り
ま
す
が
、
問
題
が
あ
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
留
の
状
態
に

し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

要
望
書
提
出
し
て
３
年
経

過
し
て
い
る
の
で
す
。
真
剣
に
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
墓
の
後
方

が
崖
に
な
っ
て
い
て
、
崩
壊
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。共

同
墓
地
で
す
の
で
、
墓
地

を
利
用
す
る
方
で
管
理
し
て
頂
く
の
が

原
則
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
居
ま
す
。

原
則
と
し
て
共
同
墓
地
の

方
が
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
言
う
事

は
ど
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。
取
り

決
め
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

ど
こ
に
書
い
て
あ
る
か
は
、

確
認
は
出
来
て
居
ま
せ
ん
。
利
用
さ
れ

て
い
る
方
が
管
理
す
る
の
が
現
状
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

墓
地
を
建
て
た
時
は
法
面

の
崩
落
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
上

部
の
土
地
が
整
地
さ
れ
雨
水
が
法
面
に

流
れ
て
く
る
関
係
で
崩
落
す
る
危
険
が

あ
り
、
一
部
崩
落
し
ま
し
た
。
崩
落
部

分
の
法
面
の
修
復
工
事
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
の
要
望

だ
っ
た
の
で
す
が
、
村
長
の
考
え
が
そ

う
だ
と
す
る
と
、
今
後
崩
落
し
て
墓
に

被
害
が
生
じ
た
場
合
は
村
の
責
任
で
墓

の
修
復
工
事
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

西
側
山
本
地
区
か
ら
鳥
越
墓
地
に
行

く
ま
で
の
急
な
坂
道
に
手
摺
り
を
つ
け

て
欲
し
い
と
の
要
望
を
23
年
４
月
に
提

出
し
て
い
ま
す
が
何
の
回
答
も
あ
り
ま

せ
ん
、
昨
年
６
月
こ
の
件
で
質
問
し
た

際
、
確
約
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
検
討
す
る

と
し
か
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
、
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
検
討
さ
れ
た
の
か
。

協
議
は
し
て
居
り
ま
す
。
地

元
で
十
分
協
議
さ
れ
た
と
言
う
話
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

　

要
望
代
表
者
が
地
域
の
方
の
意
見
を

集
約
し
て
要
望
を
す
る
の
が
望
ま
し

く
、
原
則
的
に
要
望
さ
れ
た
方
に
お
答

え
を
出
す
事
に
な
り
ま
す
。

要
望
さ
れ
た
方
に
４
年
間

も
回
答
し
な
く
て
良
い
と
言
う
こ
と
で

す
か
、
村
長
は
村
民
の
声
を
真
剣
に
取

り
組
ん
で
な
い
。
住
民
の
事
を
考
え
て

な
い
。
要
望
さ
れ
た
方
に
回
答
す
る
の

が
筋
だ
と
す
る
と
早
急
に
要
望
さ
れ
た

方
に
回
答
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

村
づ
く
り
の
基
本
構
想
に
よ
り
、
住

宅
、
宅
地
を
確
保
し
、
定
住
を
図
る
住

環
境
づ
く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
に
載
っ
て
い
る
項

目
を
読
ま
れ
た
だ
け
。

そ
の
中
に
村
有
地
の
宅
地

へ
の
有
効
活
用
の
推
進
っ
て
あ
り
ま
す

ね
。
25
年
12
月
に
私
が
質
問
し
た
時
に
、

村
有
地
の
宅
地
に
な
り
そ
う
な
候
補
を

幾
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
た
図
面
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
協
議
さ
れ
た
の
か
。

協
議
し
ま
し
た
が
現
実
的
に

進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

村
有
地
の
宅
地
へ
の
有
効

活
用
の
推
進
に
つ
い
て
は
絵
に
描
い
た

餅
で
す
か
。
形
式
上
計
画
に
掲
げ
て
進

ん
で
な
い
。
中
学
校
の
運
動
会
の
時
若

い
青
年
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
相
良
村
に
住
み
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
宅
地
が
な
か
っ
た
の
で
山
江
村
に

土
地
を
求
め
住
宅
を
建
て
移
転
し
ま
す

と
の
事
で
し
た
。
勿
体
な
い
６
人
の
家

族
構
成
で
す
。
益
々
人
口
減
少
に
な

り
ま
す
。
未
然
に
解
決
す
る
方
法
は
無

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
以
前
具
体
的

に
相
談
に
来
ら
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
が
、
親
切
に
相
談
に
乗
っ

て
や
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

い
い
え
、
相
談
に
つ
い
て
は

特
段
の
協
議
は
し
て
居
り
ま
せ
ん
。
以

上
で
す
。

村
民
か
ら
の
未
解
決
問
題
に
つ
い
て
、
鳥

越
墓
地
の
崩
落
防
止
の
要
望
が
25
年
6

月
時
点
で
要
望
代
表
者
に
回
答
が
な
い
。

　

鳥
越
墓
地
に
山
本
地
区
か
ら
上
が
る

登
坂
道
に
手
摺
設
置
要
望
を
23
年
4
月

に
提
出
し
て
い
る
が
回
答
が
な
い
。

定
住
を
図
る
為
の
住
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
村
づ
く
り
の
基
本
構
想
に
よ
る
住
宅

宅
地
を
確
保
し
定
住
を
図
る
住
環
境
づ
く

り
は
ど
ん
な
対
策
で
進
め
て
い
る
の
か
。

農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設
の
現
状
に
つ
い

て
、
加
工
施
設
で
「
陶
工
房
さ
が
ら
」
を

運
営
さ
れ
て
い
た
方
が
退
去
さ
て
れ
い
る

が
村
長
に
よ
る
退
去
命
令
に
よ
る
も
の
か
。

火
山
灰
に
よ
る
茶
生
産
農
家
に
対
す
る

補
償
に
つ
い
て
。

小
善
議
員

村 

長

Ｑ

小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長
小
善
議
員

村 

長

ＱＱＱ

６月定例会６月定例会
歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明
総　 務　 費 537,174 2,357 539,531 上四浦地区地域振興事業補助金
民　 生　 費 812,424 7,970 820,394 低所得者介護保険軽減繰出金

農林水産業費 458,264 15,208 473,472
火山活動降灰地域茶対策支援事業補助金
経営体育成支援事業補助金
機構集積協力金

商　 工　 費 13,646 1,900 15,546 井沢権現社トイレ設計業務
雨宮神社駐車場等設計業務

消　 防　 費 141,806 9,150 150,956

防災計画改定業務委託
夜狩尾地区ヘリポ－ト舗装工事設計委託
上四浦集落センタ－給水施設工事
ネットワ－クカメラ設置工事

教　 育 　 費 294,464 3,442 297,906
修学旅行費補助金
人吉球磨日本遺産活用協議会
社会体育県大会等出場

歳 出 合 計 3,013,880 33,517 3,047,397

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出合計の数字とは一致しません。

議案第32号　平成27年度相良村介護保険特別会計補正予算(第１号)・・・原案可決
　保険給付費で、居宅介護サ－ビス給付費負担金、施設介護サ－ビス給付負担金等増額補正で、
歳入歳出それぞれ130万円を追加し、歳入歳出それぞれ6億4,795万1千円とするものであり、全員
賛成で原案のとおり可決しました。

議案第33号　相良村家庭的保育事業費等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
　　　　　　 一部を改正する条例の制定について・・・原案可決
　家庭的保育事業費等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の公布に伴い、本村の
条例も一部改正する必要があるための制定であり、全員賛成で原案のとおり可決しました。

議案第34号　相良村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について・・・原案可決
　介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令の公
布に伴い、低所得者の第１号保険料軽減強化を図る必要があるための改正であり、全員賛成で原
案のとおり可決しました。

議案第35号　相良村指定地域密着型サ－ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基               
　　　　　　 準を定める条例の一部を改正する条例の制定について・・・原案可決
　介護保険法施行規則等の一部を改正する省令による指定地域密着型サ－ビスの人員、設備及び
運営に関する基準の改正に伴い、条例の一部を改正する必要があるための改正であり、全員賛成
で原案のとおり可決しました。

議案第36号　相良村指定地域密着型介護予防サ－ビスの事業の人員、設備及び運営並
　　　　　　 びに指定地域密着型介護予防サ－ビスに係る介護予防のための効果的な
　　　　　　 支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定に
　　　　　　 ついて・・・原案可決
　介護保険法施行規則等の一部を改正する省令による指定地域密着型サ－ビスの人員、設備及び
運営に関する基準の改正に伴い、条例の一部を改正する必要があるための改正であり、全員賛成
で原案のとおり可決しました。

発議第4号　相良村環境美化条例の制定について・・・原案可決
　相良村においても、人吉球磨地域の市町村と連携し、環境美化に努め次世代に引き継ぐことを
目的とした条例を制定する必要があるための改正であり賛成多数で原案のとおり可決しました。
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る
。
現
在
、
遊
具
を
撤
去
し
た
後
の
新

し
い
遊
具
を
、
取
り
入
れ
た
ら
と
言
う

風
に
考
え
て
い
る
。
万
全
を
期
し
て
や

り
た
い
。

従
来
、
地
域
住
民
や
保
護

者
が
参
加
す
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
主
眼
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

県
教
育
委
員
会
は
２
月
に
通
常
教
科
も

取
り
入
れ
る
様
、
市
町
村
教
育
委
員
会

に
通
知
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

相
良
村
教
育
委
員
で
は
そ
の
通
知
を
受

け
て
ど
の
様
な
対
応
、
協
議
を
な
さ
れ

た
の
か
。

５
月
の
定
例
教
育
委
員
会
の

会
議
を
以
て
、
小
中
学
校
に
お
け
る
土

曜
授
業
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
と
言

う
表
題
で
通
知
文
が
参
り
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
教
科

の
授
業
以
外
を
土
曜
日
に
し
て
欲
し
い

と
言
う
通
知
、
教
科
の
授
業
で
も
良
い

ん
だ
と
言
う
、
こ
こ
が
大
き
く
変
わ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
教
科
で
も
良
い
ん
で
す

市岡　智惠議員

遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
ど

の
様
に
考
え
て
居
ら
れ
る
の
か
。
子
育

て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
撤
去
後
の
設

置
は
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

子
ど
も
達
が
礼
節
を
知
っ
た

り
、
基
幹
意
識
を
覚
え
た
り
、
危
機
回

避
能
力
を
身
に
着
け
た
り
す
る
の
に
、

絶
好
の
機
会
子
ど
も
支
援
の
為
、
大
人

達
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
子
ど
も
達
を

連
れ
て
き
て
、
子
ど
も
達
遊
ば
せ
な
が

ら
、
家
で
の
躾
等
で
す
ね
。
そ
う
言
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
言
う
事
も
考
え
て
い

よ
。
と
言
う
通
知
文
先
生
達
は
労
基
法

で
週
の
勤
務
時
間
数
38
時
間
45
分
の
勤

務
、
学
校
の
教
員
は
、
極
力
そ
の
週
で

休
ま
せ
る
と
言
う
風
に
な
っ
て
ま
す
。

県
の
条
例
に
も
謳
っ
て
お
る
。
土
曜
日

の
授
業
を
す
る
と
、
そ
の
週
の
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
間
先
生
は
休
ま
な
い
と

い
け
な
い
、
非
常
に
困
る
の
は
、
先
生

は
休
ん
で
も
子
ど
も
達
は
出
て
来
て
い

る
。
そ
こ
で
ど
う
言
う
風
に
し
て
、
今

度
は
カ
バ
ー
す
る
の
か
と
言
う
問
題
が

生
じ
、
ま
た
、
子
ど
も
達
が
落
ち
着
い

た
授
業
が
出
来
な
い
場
面
が
出
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。こ
れ
が
一
番
ネ
ッ

ク
に
な
る
。
以
上
の
事
を
踏
ま
え
土
曜

授
業
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

村
道
へ
の
変
換
、
若
し
く

は
、
買
い
上
げ
は
。

色
ん
な
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、

も
う
暫
く
は
、
こ
の
ま
ま
の
現
状
で
い

た
方
が
良
い
と
の
判
断
で
あ
り
ま
す
。

消
火
栓
の
取
り
付
け
は
出

来
な
い
か
。消

火
栓
は
お
お
よ
そ
２
０
０

ｍ
間
隔
で
設
置
さ
れ
、
消
火
栓
格
納
庫

に
は
20
ｍ
ホ
ー
ス
４
本
が
格
納
さ
れ
て

居
り
、
初
期
消
火
に
は
対
応
出
来
る
距

離
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
岡
議
員

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
遊
具
に
つ
い
て
。

遊
具
を
撤
去
し
た
後
、
新
し
い
遊

遊
具
を
取
り
入
れ
、
万
全
を
期
し

て
や
り
た
い
。

ＱＡ

土
曜
日
の
授
業
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

ＱＡ

深
水
地
区
の
私
道
に
つ
い
て
。

色
ん
な
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、
も

う
暫
く
は
こ
の
ま
ま
の
現
状
で
。

ＱＡ市
岡
議
員

村 

長

道路改良を待つ前田地区

市
岡
議
員

教
育
長

教
育
長

平
原
側
の
未
改
良
部
分

５
２
０
ｍ
、
地
権
者
と
協
議
す
る
計
画

は
な
い
の
か
。

職
員
の
体
制
と
か
マ
ン
パ

ワ
ー
的
に
中
々
担
当
し
て
動
か
す
職
員

が
い
な
い
か
ら
遅
れ
て
い
る
、
タ
イ
ミ

ン
グ
を
見
極
め
必
要
と
あ
れ
ば
交
渉
を

先
行
し
て
や
っ
て
良
い
と
前
課
長
に

し
っ
か
り
早
め
に
交
渉
は
し
と
く
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

私
の
方
は
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。

事
業
は
村
長
の
判
断
で
早
め

た
り
、
先
延
ば
し
た
り
出
来
る
訳
で
す
の

で
、
ア
ク
セ
ル
を
精
一
杯
踏
ん
で
ス
ピ
ー

ド
出
し
て
実
施
し
て
頂
き
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
危

険
箇
所
が
多
い
椎
葉
、
山
手
、
夜
狩
尾
、

中
の
原
、
山
口
地
区
が
、
道
路
寸
断
さ
れ

た
場
合
ど
う
す
る
の
か
。
上
四
浦
集
落
セ

ン
タ
ー
に
県
指
定
で
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
申
請

し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
す
れ
ば
普
段
は

駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る
、
山
口
、
椎

葉
地
区
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
谷
に
平
衡
し
て

作
れ
ば
面
積
も
さ
ほ
ど
い
ら
な
い
の
で
早

く
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

球
磨
盆
地
の
中
心
で
あ
る
相
良
村
に

大
型
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。川

辺
川
左
岸
側
は
大
規
模
林

道
等
の
対
応
も
で
き
る
が
、
右
岸
側
は

将
来
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
、
或
は
、
う
回
路

等
を
整
備
す
る
事
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
の
検
討
課
題
で
県
の
大
型
施
設
が

吉松　啓一議員

な
い
の
で
相
良
辺
り
に
上
手
く
立
地
出
来

れ
ば
と
い
う
構
想
は
持
っ
て
い
る
。

永
江
地
区
の
洪
水
対
策
に

つ
い
て
、
県
に
ど
の
よ
う
に
要
望
さ
れ

た
か
、
県
の
計
画
は
。

今
の
と
こ
ろ
、
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
、
河
床
の
掘
削
、
堤
防
の
嵩
上
げ
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や
っ
て
く
れ
と

言
っ
て
い
る
。
国
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
場

合
に
よ
っ
て
は
村
単
独
で
も
や
っ
て
良
い

か
と
話
し
て
い
る
。

避
難
場
所
の
北
小
学
校
は

二
次
災
害
の
危
険
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
林
業
セ
ン
タ
ー
は
近
く
の
国
道

４
４
５
号
が
洪
水
時
に
冠
水
す
る
の

で
、
避
難
場
所
と
し
て
は
ど
う
か
。

　

議
会
で
は
県
庁
に
て
、
松
田
県
議
会

議
長
、
緒
方
県
議
立
ち
会
い
の
基
、
県

幹
部
職
員
に
国
道
４
４
５
号
の
冠
水
す

る
平
川
前
、
広
瀬
地
区
の
嵩
上
げ
と
晴

山
公
民
館
前
Ｓ
カ
ー
ブ
の
解
消
を
合
わ

せ
た
道
路
改
良
を
要
望
し
て
き
た
。

一
番
安
全
な
避
難
場
所
は

総
合
体
育
館
、
取
り
あ
え
ず
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

旧
Ｊ
Ａ
柳
瀬
倉
庫
に
つ
い

て
、
県
に
補
助
を
受
け
て
石
倉
ホ
ー

ル
、
休
憩
所
、
調
理
場
、
ト
イ
レ
等
を

完
備
し
て
は
と
１
年
半
前
に
質
問
し
た

が
、
購
入
し
た
の
で
あ
れ
ば
速
や
か
に

改
築
計
画
を
す
べ
き
、
立
地
は
良
い
の

で
避
難
場
所
で
も
何
に
で
も
利
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

再
開
発
計
画
的
な
意
味
合
い

も
含
め
検
討
、
専
務
的
な
コ
ン
サ
ル
の

意
見
も
聞
く
必
要
が
あ
る
、
若
干
時
間

の
か
か
る
作
業
に
は
な
っ
て
い
る
。

十
島
側
未
改
良
区
間

７
２
０
ｍ
、
27
年
度
事
業
で
２
０
０
ｍ

を
く
ま
が
わ
鉄
道
に
張
り
出
し
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
し
て
用
地
を
確
保
し
た
い
と
前

課
長
が
言
わ
れ
た
が
、
進
捗
状
況
は
、

く
ま
が
わ
鉄
道
、
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
と

協
議
さ
れ
た
か
。

測
量
を
実
施
す
る
予
定
、

現
段
階
で
は
未
だ
何
時
頃
と
言
う
と
こ

ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。
協
議
は
進
め

て
い
な
い
。２

、
３
年
前
事
務
レ
ベ
ル
で

協
議
は
し
て
い
る
、
あ
る
程
度
交
渉
力

は
発
揮
出
来
る
。

平
原
側
現
在
の
道
路

２
０
０
ｍ
の
歩
道
設
置
は
何
時
す
る
の

か
、
地
権
者
は
何
人
か
。

一
応
年
度
内
に
分
筆
の
上
、

取
得
す
る
計
画
、
工
事
は
未
だ
何
時
頃

か
ら
と
言
え
な
い
、
地
権
者
は
４
人
。

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

建
設
課
長

建
設
課
長

村 

長

村 

長

緊
急
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
数
か
所
と

大
型
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

今
後
検
討
。

ＱＡ

旧
J
A
柳
瀬
倉
庫
の
改
築
は
な
ぜ

進
ま
な
い
の
か
。

再
開
発
を
含
め
時
間
が
か
か
る
。

ＱＡ

平
原
十
島
線
改
良
の
用
地
交
渉
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
必
要
と
あ

ら
ば
交
渉
。

ＱＡ

吉
松
議
員

吉
松
議
員

吉
松
議
員

総
務
課
長

吉
松
議
員

村 

長
村 

長

建
設
課
長

吉
松
議
員

村 

長
市
岡
議
員

柳瀬倉庫

総
務
課
長
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に
通
じ
て
い
る
か
心
配
。

今
年
も
区
長
会
で
説
明

し
て
除
草
剤
散
布
も
許
可
頂
き
ま
し
た

が
、
雨
で
で
き
な
か
っ
た
。
回
覧
で
も
周

知
を
図
る
、
ま
だ
完
全
と
は
思
え
な
い
。

個
人
で
植
栽
は
３
年
以
下

若
し
く
は
３
０
０
万
以
下
の
罰
金
法
人

１
億
円
以
下
の
罰
金
絶
滅
に
向
け
て
今

後
お
願
い
し
た
い
。

て
貰
え
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
設
課

長
は
早
期
の
手
当
を
考
え
て
い
る
と
い

う
答
弁
で
す
の
で
、
村
長
ど
う
で
す
か
。

大
曲
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

岩
の
危
険
性
と
支
障
木
の
問
題
は
別
枠

で
考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
居
ま
す
。
村

内
全
域
と
い
っ
て
も
良
い
位
に
沢
山
あ

り
ま
す
。
ま
と
も

に
や
っ
て
い
た
な

ら
ば
、
村
の
経
費

は
相
当
か
か
り
ま

す
。
個
人
の
場
合
、

出
来
な
い
か
と
言

う
話
を
し
た
上
で

最
終
的
に
は
道
路

管
理
者
と
し
て
相

良
村
が
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
居
り
ま
す
。村

長
、

ど
こ
の
会
合
に
行

か
れ
て
の
挨
拶
で

は
、
村
民
の
安
心

安
全
に
一
生
懸
命

努
力
し
ま
す
の
言

葉
と
言
う
事
で
、
村
長
の
自
宅
近
く
で

す
の
で
、
早
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
課
長
と
話
合
い
の
上
、
手
当
を
早
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

柳
瀬
橋
側
の
雨
が
降
っ
た

時
に
は
雑
木
の
垂
れ
下
が
り
が
特
に
ひ

ど
い
。
ど
の
様
な
対
応
を
し
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

現
在
ま
で
対
応
が
未
だ
出

来
て
い
な
い
状
況
で
す
。
電
線
の
支
障

木
と
言
う
事
で
大
規
模
に
切
っ
た
記
憶

が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
そ
れ
以
降
は

確
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

課
長
の
答
弁
で
19
年
か
20

年
に
電
柱
辺
り
の
伐
採
を
し
た
と
言
う

話
で
す
。
九
電
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
の
き

わ
は
１
ヶ
月
経
ち
ま
す
か
ね
、
作
業
を

し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
雑
木
あ
る
為
に

中村　重道議員

岩
石
の
突
出
が
全
然
見
え
な
い
状
況
な

ん
で
す
。
柳
瀬
の
村
民
の
方
が
役
場
、

農
協
に
用
事
あ
る
時
に
通
っ
て
い
る
の

に
危
険
と
言
う
要
望
を
耳
に
し
ま
す
。

ま
た
、
川
辺
川
に
釣
り
に
来
ら
れ
る
村

外
の
人
も
危
険
で
す
ね
、
こ
ん
な
に
垂

れ
下
が
っ
て
岩
も
見
え
な
い
と
言
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。
６
月
か
７
月
の
雨
季

の
期
間
中
に
伐
採
を
や
っ
て
貰
う
様
な

手
当
を
や
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
建
設
課
長
ど
う
で
す
か
。

仰
る
と
お
り
今
後
速
や
か

に
地
権
者
の
方
と
連
絡
を
と
っ
て
雨
天

時
に
通
行
に
支
障
を
き
た
す
支
障
木
の

方
を
可
能
な
限
り
伐
採
を
早
く
進
め
た

い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
の
相

良
発
電
所
の
し
た
は
両
方
か
ら
の
か
け

木
が
あ
り
、
昼
間
で
も
暗
く
自
転
車
、

歩
い
て
通
行
の
方
は
大
変
危
険
な
状
況

も
あ
り
、
川
端
の
方
の
か
け
木
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
・
九
電
の
線
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ

こ
辺
り
の
作
業
は
九
電
に
し
て
貰
え
な

い
か
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
地
主
さ
ん

と
協
議
を
さ
れ
て
、
早
め
の
手
当
を
し

中
村
議
員

村 

長

柳
瀬
大
曲
線
の
か
け
木
の
伐
採

に
つ
い
て
。

現
在
ま
で
対
応
が
未
だ
出
来
て
い
な

い
状
況
。
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村道大曲線柳瀬橋上流

建
設
課
長

中
村
議
員

建
設
課
長

中
村
議
員

茂吉　隆典議員

オ
ー
ル
リ
セ
ッ
ト
前
に
す

べ
き
事
は
。利

水
事
業
は
廃
止
し
か
な
い
、

造
成
団
地
は
水
の
手
当
等
一
定
の
事
業
は

収
束
に
向
け
て
あ
る
。
そ
の
他
は
な
い
。

対
象
地
区
の
全
て
の
既
設

（
飛
行
場
用
水
路
）
水
利
施
設
改
良
・
改

修
・
農
家
は
納
得
出
来
る
な
ら
、
協
力

す
る
が
、
出
来
な
け
れ
ば
最
終
同
意
に

賛
成
し
な
い
。
農
水
省
も
ご
存
知
、
今

畑
で
10
ａ
当
た
り
30
万
位
で
す
。
当
時

原
野
を
10
ａ
50
万
で
買
っ
て
、
造
成
費

用
（
２
５
０
万
）
地
主
が
払
う
事
で
決

め
て
い
る
。
２
町
で
は
20
倍
×
３
０
０

万
を
事
業
完
了
後
償
還
（
施
設
費
は
別
）

負
担
の
軽
減
処
置
を
お
願
い
し
た
い
。

負
担
が
過
大
に
な
ら
な
い
様

に
各
町
村
長
か
ら
出
た
。

再
々
変
更
計
画
と
思
う
が
、

村
長
と
し
て
如
何
思
う
か
。

最
終
同
意
は
別
と
し
て
、
造

成
地
に
つ
い
て
は
要
望
の
聴
取
（
水
の

手
当
等
）

今
後
市
長
村
が
描
く
像
を
農

水
省
は
求
め
て
い
る
。
村
長
の
考
え
は
。

造
成
団
地
に
つ
い
て
は
、
収
束

を
如
何
す
る
か
が
基
本
農
家
負
担
を
限

り
な
く
小
さ
く
と
明
確
に
申
し
上
げ
た
。

農
家
の
軽
減
処
置
は
市
町

村
長
の
手
腕
と
思
わ
れ
る
。
軽
減
処
置

を
精
一
杯
頑
張
っ
て
戴
き
た
い
、
地
元

農
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ど
う
描

い
て
行
く
か
６
市
町
村
長
が
行
政
連
絡

会
議
に
諮
り
農
水
省
に
如
何
に
解
ら
せ

る
か
だ
。

調
査
に
約
年
１
年
、
１
５

８
戸
の
所
有
者
の
確
認
作
業
中
で
す
。

特
定
家
屋
に
指
定
さ
れ
た

ら
、
減
税
の
対
象
に
な
ら
な
い
、
更
地

に
し
た
ら
、
土
地
の
み
が
、
家
が
有
れ

ば
家
屋
税
が
加
算
さ
れ
る
。

空
き
家
１
５
８
戸
内
44
戸

が
廃
屋
と
判
断
し
た
。
特
別
措
置
法
が

本
年
５
月
26
日
付
で
全
面
施
行
、
倒
壊

等
著
し
い
保
安
上
危
険
の
恐
れ
が
あ
る

家
屋
、
そ
の
他
著
し
く
衛
生
上
有
害
の

恐
れ
の
あ
る
家
屋
、
そ
の
他
周
辺
生
活

環
境
の
保
全
を
図
る
為
に
放
置
で
き
な

い
家
屋
を
特
定
家
屋
等
と
言
い
、
市
町

村
長
は
所
有
者
に
、
除
去
、
修
繕
、
立

木
竹
、
の
伐
採
等
の
処
置
の
助
言
、
指

導
、
勧
告
、
命
令
で
き
る
。
要
件
が
明

確
化
さ
れ
行
政
代
執
行
に
よ
り
強
制
執

行
可
能
、
特
定
家
屋
等
に
認
定
さ
れ
る

と
固
定
資
産
税
の
優
遇
が
な
く
な
り
６

倍
の
税
額
。

所
有
者
と
連
絡
を
取
る
事
、

方
向
付
を
す
る
事
、
次
に
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
キ
ク
昨
年
の
私
の
質
問
に
産
振
課
長

は
建
設
課
と
話
し
て
、
撤
去
作
業
し
て

行
き
た
い
、
と
回
答
だ
が
今
年
も
朝
の

迫
・
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
か
な
り
花
を
咲

か
せ
て
い
た
。
回
答
で
は
広
報
で
村
内

に
知
ら
し
め
る
と
言
っ
た
が
、
皆
さ
ん

村 

長
茂
吉
議
員

農
家
の
軽
減
処
置
は
ど
う
す
る
か
。

出
来
る
だ
け
軽
減
を
お
願
い
し

て
い
る
。

ＱＡ

村 

長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村 

長
茂
吉
議
員

村 
長

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

産
業
振
興
課
長

茂
吉
議
員

利水事業における造成地

空
き
屋
対
策
の
現
状
は
。

調
査
中
。

ＱＡ

中
村
議
員
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避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
18

行
政
区
の
中
で
ど
の
位
の
行
政
区
が
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

平
成
25
年
度
、
26
年
度
と

も
永
江
地
区
の
み
で
し
た
。

思
い
の
他
少
な
く
て
意
外

で
し
た
。
実
施
さ
れ
ど
の
様
な
問
題
点

が
上
っ
た
の
か
。

地
区
の
世
帯
毎
の
人
数
、

氏
名
、
性
別
、
要
介
護
者
の
状
況
把
握

が
難
し
い
と
言
う
事
で
す
。

３
点
目
と
し
て
声
掛
忘
れ

池田　勝吉議員

逃
げ
遅
れ
の
方
に
対
し
て
。
名
簿
を
作

成
し
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。地

区
住
民
の
方
々
の
状
況

を
把
握
す
る
為
の
名
簿
作
成
の
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

災
害
弱
者
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
居
ら
れ
る
の
か
、
介
護

施
設
と
の
提
携
を
さ
れ
る
の
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
作
成
し
、
本
人
の
同
意
を
得
た
後
に

名
簿
情
報
を
提
供
し
避
難
支
援
を
的

確
、
適
切
且
つ
円
滑
に
実
施
す
る
様
名

簿
の
整
理
を
図
っ
て
い
る
。
特
別
擁
護

老
人
ホ
ー
ム
、
グ
ル
プ
ホ
ー
ム
と
か
へ

の
搬
送
辺
り
は
提
携
し
て
居
り
ま
す
。

消
火
栓
使
用
訓
練
に
つ
い

て
、
18
行
政
区
の
中
で
ど
の
位
の
行
政

区
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

26
年
度
の
実
績
と
し
て
３

行
政
区
で
す
。実

施
さ
れ
た
行
政
区
の
中

で
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
上
っ
た
の
か
。

消
火
栓
の
蓋
を
開
け
よ
う

と
し
て
中
々
蓋
が
開
か
な
か
っ
た
と
言

う
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
女
性
の
方

に
も
実
施
し
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
折
消
火
栓
の
バ
ル

ブ
を
女
性
の
力
で
は
開
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
問
題
点
２
と
し
て
消
火

栓
の
立
ち
上
る
部
分
が
直
角

に
な
る
。
問
題
点
３
と
し
て

消
火
栓
の
蓋
が
重
い
、
問
題

点
４
と
し
て
消
火
栓
開
閉
の

表
示
。
以
上
の
問
題
点
を
改

善
す
る
考
え
は
な
い
か
。

４
点
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
の
で
一
番
良
い

方
法
を
検
討
し
た
い
。

消
火
ホ
ー
ス
の

格
納
箱
の
色
褪
せ
劣
化
等
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
塗
装
、
取
り
換
え
等
の
考
え

は
な
い
か
消
火
栓
に
つ
い
て
は
蓋
の
黄

色
部
分
褪
せ
て
い
る
。

現
地
確
認
し
順
次
整
備
を

し
て
い
く
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

池
田
議
員

避
難
訓
練
に
つ
い
て
、
ど
の
位

の
行
政
区
が
実
施
さ
れ
て
い
る

の
か
。

平
成
25
年
度
、
平
成
26
年
度
と
も

永
江
地
区
の
み
。

ＱＡ

消
火
ホ
ー
ス
格
納
箱
の
色
褪
せ

劣
化
等
が
見
受
け
ら
れ
る
が
。

現
地
を
確
認
し
順
次
整
備
し
て

い
く
。
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劣化している消火ホース格納箱

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

池
田
議
員

総
務
課
長

上
四
浦
地
域
振
興
に
つ
い

て
、
深
水
地
区
飲
料
水
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
事
業
費
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、

他
に
は
事
業
計
画
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

自
然
対
策
、
災
害
対
策
関

係
で
は
、
山
手
、
夜
狩
尾
地
区
か
ら
の

要
望
も
あ
る
の
で
、
落
石
等
の
危
険
個

所
の
調
査
及
び
対
応
に
つ
い
て
、
本
年

度
中
に
落
石
の
多
い
個
所
に
鹿
ネ
ッ
ト

を
設
置
す
る
計
画
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

道
路
の
離
合
個
所
へ
の
安
全
確
保
の
為

に
外
灯
の
設
置
の
実
施
と
側
溝
の
蓋
設

置
も
計
画
的
に
実
施
予
定
で
す
。

上
四
浦
地
区
の
住
民
が
切

望
す
る
藤
野
橋
は
、
今
後
出
来
る
見
込

み
は
あ
る
の
か
。

非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

行
政
と
し
て
は
、
住
民
の

要
望
が
実
現
出
来
る
よ
う
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
粘

り
強
く
要
望
活
動
を
続
け
て
頂
き
た
い
。

要
望
と
し
て
は
、
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
振
興
に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
出

来
る
事
か
ら
と
い
う
こ
と
で
生
活
基
盤

の
整
備
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

次
年
度
か
ら
の
事
業
実
施

計
画
の
取
り
組
ま
れ
る
優
先
順
位
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
28
年
度
以
降
の
事
業

計
画
は
、
村
長
と
協
議
を
し
て
優
先
順

位
を
決
め
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な

い
が
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
落
石
防
止
の
鹿

ネ
ッ
ト
の
設
置
、
中
原
地
区
の
飲
料
水

確
保
の
水
道
工
事
へ
の
助
成
、
山
口
地

髙岡　重盛議員

区
へ
の
水
道
設
備
工
事
へ
の
助
成
検
討
、

合
併
浄
化
槽
設
置
の
支
援
、（
仮
称
）
四

浦
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
が
平

成
28
年
度
か
ら
の
実
施
事
業
予
定
で
す
。

ダ
ム
計
画
で
移
転
さ
れ
た

思
い
か
ら
も
、
五
木
の
よ
う
な
事
は
出

来
な
い
に
し
て
も
、
水
没
予
定
地
の
利

活
用
の
考
え
は
な
い
の
か
。

庁
舎
内
で
協
議
は
し
て
い
る

が
、
要
望
が
あ
る
生
き
た
証
と
し
て
の

記
念
碑
も
含
め
て
将
来
負
担
が
な
い
形

で
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

桜
島
の
噴
火
に
よ
る
降
灰
等
災
害
へ
の

補
助
金
8
０
８
万
7
千
円
の
内
容
は
。

降
灰
の
除
灰
に
対
す
る

支
援
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
阿
蘇
火
山

活
動
降
灰
地
域
茶
対
策
支
援
事
業
を
桜

島
の
降
灰
に
も
適
用
し
て
、
除
灰
用
ブ

ラ
シ
、
乗
用
型
防
除
機
の
噴
口
、
洗
浄

用
ポ
リ
タ
ン
ク
の
購
入
に
対
し
て
、
県

か
ら
３
分
の
１
、
村
が
３
分
の
１
に
村

の
補
助
を
加
え
て
農
家
に
は
１
割
程
度

の
負
担
で
出
来
る
よ
う
な
補
助
事
業
で

団
体
で
の
申
請
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

降
灰
等
に
よ
る
茶
災
害
へ
の
助

成
は
。

８
０
８
万
７
千
円
予
算
計
上
し

た
。

ＱＡ

藤
野
橋
の
建
設
は
。

非
常
に
難
し
い
。

ＱＡ

今後、降灰が心配なお茶（朝迫）

髙
岡
議
員

総
務
課
長

髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

総
務
課
長

髙
岡
議
員

村 

長
髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長
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９人が登壇 一 般 質 問 ９人が登壇  一 般 質 問

柳
瀬
倉
庫
の
石
倉
に
つ
い

て
は
、
球
磨
村
の
石
倉
の
よ
う
に
立
派

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
村

長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

地
域
的
に
ど
う
や
っ
て
活
か

し
て
い
く
か
を
、
じ
っ
く
り
考
え
て
あ

る
程
度
の
長
期
計
画
で
や
っ
て
い
く
べ

き
。
又
、
今
年
度
中
で
も
、
予
算
を
か

け
な
い
形
で
の
暫
定
利
用
を
皆
様
方
が

使
え
る
様
に
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

議
会
で
否
決
さ
れ
た
今
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。
中
学
生
58
名
の
全
生
徒
が
対
象
で

あ
る
こ
と
、
香
港
と
い
う
英
語
圏
で
あ

り
、
異
な
っ
た
文
化
に
触
れ
る
と
い
う

素
晴
ら
し
い
発
想
で
な
か
っ
た
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
海
外
研
修
は
一
言

で
云
え
ば
、
非
常
に
画
期
的
な
、
自
治

体
、
全
国
自
治
体
の
中
で
も
、
一
歩
か

二
歩
先
に
進
む
様
な
事
業
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
相
良
の
子
ど
も
達

の
将
来
を
考
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
と
い
う
事
で
も
あ
り
、
保
護
者

の
方
も
学
校
側
も
相
当
に
期
待
し
て

い
た
訳
で
す
。
否
決
さ
れ
た
の
は
残
念

で
す
。
執
行
部
が
考
え
る
議
案
は
、
何

事
に
お
い
て
も
村
民
の
為
に
良
か
れ
と

思
っ
て
、
村
民
の
為
に
な
る
事
を
考
え

て
来
る
訳
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
一
般
会
計
の
補
正

に
修
学
旅
行
の
補
正
案
と
い
う
の
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
研
修
が
否
決

さ
れ
た
か
ら
、
代
替
案
み
た
い
な
形
で

計
上
し
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
事
を
含
め
て
来
年
度
も
海
外
研
修

を
実
施
す
る
考
え
は
。

中
学
生
、
小
学
生
の
修
学
旅

行
の
補
助
金
と
い
う
の
は
、
３
年
位
前

か
ら
想
定
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
海

外
研
修
の
方
を
優
先
に
考
え
て
い
ま
し

た
の
で
、
そ
の
こ
と
は
自
分
の
構
想
の

中
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。
一
つ

の
想
定
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
村
長
を
続

け
さ
せ
て
頂
け
た
に
し
て
も
、
海
外
研

修
は
２
、３
年
は
お
預
け
に
な
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

西
本
議
員

中
学
生
の
海
外
研
修
に
つ
い
て
。

画
期
的
な
事
業
で
あ
り
否
決
は

残
念
。

ＱＡ

柳瀬倉庫石倉

柳
瀬
倉
庫
の
石
倉
に
つ
い
て
。

長
期
的
計
画
で
や
っ
て
い
く
。

ＱＡ

村 

長

西
本
議
員

村 

長

西
本
議
員

村 

長

天
然
記
念
物
級
の
カ
ス
ミ
サ

ク
ラ
保
全
対
策
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

最
初
に
鑑
定
し
て
頂

い
た
今
村
先
生
は
、
除
伐
や
剪
定
に
よ

る
日
照
環
境
の
改
善
、
急
激
に
環
境
を

変
化
す
る
事
は
自
生
地
を
消
滅
す
る
恐

れ
が
あ
る
為
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
下
に
環
境
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
ま
で
の
課
題
と
し
て

離
合
箇
所
、
駐
車
場
の
整
備
、
道
路
の

拡
幅
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
。

遊
歩
道
的
な
田
代
地
区
か
ら

歩
い
て
行
け
る
様
な
形
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。

上
四
浦
地
区
地
域
振
興
計

画
重
要
事
項
５
項
目
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
一
番
目
に
自
然
災
害
対

策
に
つ
い
て
。

黒木　正照議員

鹿
ネ
ッ
ト
が
現
在
必
要
と

思
っ
て
い
る
。地

域
の
方
は
山
崩
れ
、
落

石
の
心
配
や
木
の
枝
や
葉
が
道
路
に
落

ち
て
危
険
で
あ
る
、
等
の
要
望
が
あ
り

ま
す
の
で
考
え
て
頂
き
た
い
。

　

二
番
目
に
道
路
対
策
に
つ
い
て
。

要
望
と
し
て
、
外
灯
、
離
合
箇

所
の
設
置
、側
溝
蓋
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
。

側
溝
の
布
設
、
そ
れ
に
付

随
す
る
道
路
の
整
備
が
大
事
な
事
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

三
番
目
上
水
道
に
つ
い
て
、
深
水
地

区
の
飲
料
水
１
０
０
％
の
補
助
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
申
請
が
あ
っ
た
場
合
上
限

を
設
け
な
い
で
満
額
の
対
応
を
し
て
頂

け
る
の
か
。基

本
的
に
１
０
０
％
と
考
え

て
お
り
ま
す
。補

助
し
て
頂
く
こ
と
に
苦

言
を
呈
す
る
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
村
長
の
さ
じ
加
減
で
決
め
ら
れ

る
や
り
方
で
な
く
、
村
民
の
方
に
理
解

で
き
る
数
字
を
入
れ
て
、
条
例
を
策
定

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
村
民
の
方
に
説

明
責
任
が
出
て
来
る
と
言
う
こ
と
は
申

し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

　

下
水
設
備
に
つ
い
て
も
１
０
０
％
の

補
助
を
し
て
頂
け
る
の
か
。

１
０
０
％
の
補
助
で
行
う
。

救
急
対
策
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
県
、
消
防
機
関
と
早
急

に
検
討
し
て
頂
き
た
い
。
５
年
前
か
ら

地
域
の
問
題
と
し
て
上
水
道
、
下
水
道

を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た

け
れ
ど
、
残
念
な
が
ら
全
く
取
り
上
げ

て
貰
っ
て
い
な
い
の
が
事
実
で
す
。
深

水
地
区
に
１
８
０
万
全
額
補
助
出
来
ま

し
た
け
ど
も
何
故
今
ま
で
出
来
な
か
っ

た
か
、
県
、
国
の
補
助
も
ま
っ
た
く
無

い
、
全
て
村
の
一
般
財
源
と
言
う
事
か

ら
当
然
今
ま
で
出
来
て
い
た
事
で
す
。

残
り
の
事
業
と
財
源
に
つ

い
て
。

28
年
度
は
護
岸
工
事
。
29

年
度
は
単
独
事
業
で
駐
車
場
整
備
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

落
成
式
予
算
の
内
訳
に
つ

い
て
。

神
事
と
式
典
、
渡
り
初
め
、

来
賓
に
記
念
品
、
夜
に
竣
工
祝
賀
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

暑
い
時
期
で
す
の
で
食
べ
物
の
方
は

控
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
価
格

は
２
０
０
万
に
い
か
な
い
位
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

昨
年
７
月
２
日
支
払
期
限

の
損
害
賠
償
金
が
本
年
３
月
の
定
例
議

会
で
、
未
だ
完
済
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
会
計
管
理

者
に
伺
い
ま
す
。質問

の
通
り
本
年
の
３

月
の
定
例
議
会
の
時
点
で
は
完
納
さ

れ
て
居
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
月
の
31

日
に
残
金
の
２
８
４
万
０
，
３
２
３

円
収
納
し
て
お
り
ま
す
。
総
額
が

９
３
４
万
６
，
２
１
２
円
。
内
訳
と

し
ま
し
て
、
賠
償
金
こ
れ
は
判
決
金

で
す
が
、
８
５
２
万
７
，
０
５
７
円
で

す
。
そ
れ
に
対
す
る
遅
延
損
害
金
が

８
１
万
９
，
１
５
５
円
。
以
上
で
す
。

黒
木
議
員

天
然
記
念
物
級
カ
ス
ミ
サ
ク
ラ

の
保
全
の
考
え
は
。

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
下
に
環

境
整
備
を
行
う
。

ＱＡ

夜狩尾林道側溝未整備

村 

長

村
道
廻
り
谷
線
道
路
改
良
工
事

に
於
け
る
残
工
事
と
財
源
に
つ

い
て
。

交
付
金
事
業
と
村
単
独
事
業
の
2

つ
の
事
業
。

ＱＡ

未
納
に
な
っ
て
い
る
昨
年
７
月

２
日
支
払
い
期
限
の
村
長
支
払

確
定
損
害
賠
償
金
に
つ
い
て
。

本
年
３
月
31
日
に
収
納
し
て
お
り

ま
す
。

ＱＡ

産
業
振
興
課
長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

村 

長
黒
木
議
員

村 

長
黒
木
議
員

村 

長
黒
木
議
員

村 

長
黒
木
議
員

黒
木
議
員

建
設
課
長

黒
木
議
員

建
設
課
長

黒
木
議
員

会
計
管
理
者

相良村議会　９月定例会のお知らせ
９月定例会は、９月中旬頃の開催予定です。皆様の傍聴をお待ちしております。

インターネット録画映像開始（翌日から見られます）
　相良村議会では、以前よりインターネット上や役場村民ホールのテレビにおいて、議会ライブ中継を実施しておりましたが、
利用者からの『いつでも見られるようにしてほしい』との要望を受け、映像の録画配信を実施することになりました。本会
議日の（※）翌日18時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。
　併せて、平成26年分の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。
（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の18時となります。）

相良村ホームページ　http://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
　　　　　　　　　　相良村ホーム　>　相良村議会　>　相良村議会 議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（事務局　直通３５－１０３８）

西本巳喜男議員
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委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

茂
吉　

隆
典

　

委　
　

員　
　

池
田　

勝
吉

　
　
　
　
　
　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

吉
松　

啓
一

　

発
行
責
任
者　

友
田　

政
春

四浦阿蘇神社（拝殿）ビーチボール大会

覆屋を改築した四浦阿蘇神社（神殿）

　

６
月
の
定
例
会
を
終
え
、
世
界

を
見
て
み
ま
す
と
、
ギ
リ
シ
ャ
の

金
融
危
機
や
テ
ロ
等
の
人
災
に
よ

り
日
本
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
国
内
で
は
、
口
永
良
部
島
、

箱
根
山
の
噴
火
に
見
舞
わ
れ
、
警

戒
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
後
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
や
心
配
の
種
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

村
内
を
見
て
み
ま
す
と
、
先
に

行
わ
れ
た
球
技
大
会
に
於
い
て
は
、

若
い
方
か
ら
年
配
の
方
ま
で
力
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
と
団
結
力
を
目
の

当
た
り
に
し
、
ま
た
、
中
体
連
で
は
、

相
良
中
学
校
生
徒
が
、
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
好
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
事
に
於
い
て
強
く
感
動
し
、

相
良
村
に
お
い
て
は
輝
か
し
い
未

来
が
あ
る
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

広
報
委
員
長　

市
岡　

智
恵

球技大会（ソフトボール） 球技大会（ミニバレー）

旬の行事旬の行事

八ッ田集会施設
介護予防拠点施設整備事業として


